
初摘みまであと少し



　

本
市
で
は
、
総
務
省
の
取
組
で
あ
る

「
地
域
お
こ
し
協
力
隊
」
を
平
成
22
年
度

か
ら
、「
集
落
支
援
員
」
を
平
成
26
年
度

か
ら
導
入
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
27
年
度
は
、
６
名
の
協
力
隊
員

と
３
名
の
支
援
員
が
活
動
し
て
い
る
こ

と
を
ご
存
知
で
す
か
。

　

地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
は
？

　

都
市
住
民
な
ど
西
之
表
市
外
の
人
材

を
地
域
社
会
の
新
た
な
担
い
手
と
し
て

受
け
入
れ
、
地
域
力
の
維
持
・
強
化
を

図
る
と
共
に
隊
員
の
定
住
化
を
進
め
る

事
業
で
す
。

　

現
在
、
西
之
表
市
で
は
「
観
光
」・「
特

産
品
」・「
ま
ち
づ
く
り
」
に
各
１
名
、

「
過
疎
地
域
支
援
」
と
し
て
、
伊
関
・
安

城
・
立
山
校
区
に
３
名
の
協
力
隊
員
が
、

「
地
域
社
会
に
貢
献
し
た
い
！
」、「
島
に

　

地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
任
期
も
、
残

す
と
こ
ろ
あ
と
１
年
。
就
任
後
か
ら
１

年
半
の
間
、
市
役
所
で
移
住
・
定
住
支

援
の
担
当
。
昨
年
７
月
か
ら
過
疎
地
域

支
援
の
担
当
と
し
て
、
伊
関
校
区
の
拠

点
施
設
を
中
心
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

主
な
活
動
内
容
は
、
老
人
の
方
を
対

象
と
し
た
各
集
落
の
元
気
ク
ラ
ブ
に
参

加
、
週
に
２
回
の
小
学
生
と
の
徒
歩
下

校
、
集
落
長
宅
へ
の
文
書
配
布
な
ど
。

そ
の
他
に
、
地
域
産
業
や
伝
統
文
化
を

守
っ
て
い
き
た
い
！
復
活
さ
せ
よ
う
！

と
、
ア
ポ
な
し
で
お
宅
訪
問
や
農
業
体

験
、
31
号
・
34
号
黒
糖
製
糖
場
の
訪
問
、

郷
土
芸
能
の
情
報
収
集
な
ど
も
行
っ
て

い
ま
す
。

　

郷
土
芸
能
に
関
し
て
は
、「
地
域
お

こ
し
協
力
隊
×
小
学
校
×
地
域
」
で
連

携
し
な
が
ら
、
15
年
ほ
ど
前
ま
で
浜
脇

集
落
で
踊
ら
れ
て
い
た
『
タ
ン
バ
ラ
踊

り
』
を
小
学
校
の
運
動
会
で
復
活
さ
せ

よ
う
と
挑
戦
中
で
す
。

　
『
タ
ン
バ
ラ
踊
り
』
に
つ
い
て
、
知
っ

て
る
方
、
映
像
・
写
真
を
お
持
ち
の
方

が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
ら
、
ぜ
ひ
ご

協
力
く
だ
さ
い
。

　

み
な
さ
ん
は
「
地
域
お
こ
し
協
力
隊
」

＝
「
地
域
を
変
え
て
く
れ
る
す
ご
い
人
」

と
い
う
イ
メ
ー
ジ
を
お
持
ち
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
地
域
を
変
え
る
主
人
公

は
、
地
域
住
民
の
み
な
さ
ん
で
す
。「
地

域
お
こ
し
協
力
隊
」
は
、
み
な
さ
ん
を

手
助
け
す
る
こ
と
が
役
目
だ
と
思
っ
て

い
ま
す
。

　

私
は
小
学
生
時
代
の
留
学
経
験
か
ら

種
子
島
が
大
好
き
に
な
り
、
種
子
島
で

暮
ら
す
き
っ
か
け
と
し
て
地
域
お
こ
し

協
力
隊
と
い
う
職
を
選
ん
だ
わ
け
で
す

が
、
過
疎
地
域
支
援
担
当
と
な
り
地
域

に
入
り
込
む
こ
と
で
、「
こ
れ
か
ら
も
こ

こ
で
暮
ら
し
て
い
き
た
い
」、「
任
期
終

了
後
も
地
域
の
た
め
に
何
か
し
た
い
」

と
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
気
持
ち

を
変
え
さ
せ
て
く
れ
た
の
は
、地
域
（
伊

関
校
区
）
の
皆
さ
ん
で
す
。

　

種
子
島
の
方
々
は
、
人
の
心
を
動
か

す
大
き
な
力
を
持
っ
て
い
る
と
思
い
ま

す
。

　

高
校
卒
業
後
、
子
ど
も
た
ち
は
島
を

離
れ
ま
す
が
、
人
口
減
少
・
少
子
高
齢

化
の
波
に
の
ま
れ
ず
、「one for all

・

all for one

」
の
精
神
で
私
た
ち
と
一
緒

に
地
域
に
息
を
吹
き
込
み
ま
し
ょ
う
！

地
域
住
民
が
主
人
公

地
域
お
こ
し
協
力
隊（
伊
関
校
区
）

　
　
　
　
　
　
　

吉
川　

裕
己
子



あ
る
様
々
な
資
源
を
見
つ
け
て
地
域
を

活
性
化
し
た
い
！
」、「
地
域
ブ
ラ
ン
ド

や
地
場
産
品
を
開
発
し
た
い
！
」
な
ど
、

そ
れ
ぞ
れ
が
目
標
を
持
っ
て
活
動
中
で
す
。

　

集
落
支
援
員
と
は
？

　

協
力
隊
員
に
対
し
、
支
援
員
は
地
域

の
実
情
に
詳
し
い
身
近
な
人
材
で
、
集

落
の
巡
回
や
状
況
把
握
、
ま
た
営
農
指

導
・
経
営
指
導
・
就
農
指
導
な
ど
集
落

対
策
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　

本
市
で
は
、「
過
疎
地
域
支
援
」
と
し

て
中
割
校
区
に
１
名
、
農
業
支
援
員
を

２
名
配
置
し
、
そ
れ
ぞ
れ
活
動
中
で
す
。

　

協
力
隊
員
も
支
援
員
も
島
の
人
た
ち

の
笑
顔
が
増
え
る
よ
う
に
、
人
と
人
と

の
つ
な
が
り
を
大
切
に
し
て
い
き
た
い

と
地
域
協
力
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
み
な
さ
ん
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
取
り
な
が
ら
、
地
域
力
発
現

の
機
運
を
熟
成
し
、
１
つ
ず
つ
で
も
地

域
の
課
題
を
解
決
し
て
い
く
取
組
を
地

域
の
皆
さ
ん
と
共
に
展
開
し
て
い
く
こ

と
に
な
り
ま
す
。

　

今
回
は
、
任
期
２
年
目
終
了
間
際
の

「
吉
川
裕
己
子
」
協
力
隊
員
と
「
新
畑
真

理
子
」
支
援
員
の
活
動
報
告
を
ご
紹
介

し
ま
す
。

　

四
季
の
移
り
変
わ
り
が
何
と
も
言
え

な
い
風
情
が
あ
る
す
ば
ら
し
い
中
割
校

区
。
し
か
し
、
昨
年
の
９
月
に
鴻
峰
小

学
校
が
廃
校
と
な
り
、
市
で
最
も
少
子
・

高
齢
化
や
過
疎
化
が
進
展
し
疲
弊
し
て

い
る
状
況
に
あ
り
ま
す
。
そ
ん
な
中
、

集
落
支
援
員
の
私
に
何
が
で
き
る
だ
ろ

う
か
と
考
え
る
毎
日
で
し
た
。
集
落
点

検
時
に
地
域
民
と
交
流
す
る
中
で
、
人

と
地
域
と
活
動
が
繋
が
り
続
け
る
地
域

づ
く
り
が
し
た
い
と
思
う
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、
ま
ず
行
動
し
た
こ
と
は
、

高
齢
者
が
活
躍
で
き
る
居
場
所
を
提
供

す
る
こ
と
で
し
た
。
地
域
内
で
活
動
す

る
こ
と
で
、
心
の
安
ら
ぎ
や
生
き
が
い

が
生
ま
れ
、
安
心
し
て
楽
し
く
暮
ら
し

て
ほ
し
い
と
い
う
願
い
か
ら
で
す
。

　

ま
た
、
昨
年
は
地
域
の
女
性
た
ち
と

立
ち
上
げ
た
「
ど
ん
と
会
」
の
メ
ン
バ
ー

を
中
心
に
二
十
数
年
間
眠
っ
て
い
た
鴻

峰
小
唄
の
復
活
。
敬
老
会
や
途
絶
え
て

い
た
運
動
会
の
実
施
、
高
齢
者
見
守
り

隊
の
結
成
、
出
動
な
ど
、
地
域
の
皆
さ

ん
一
人
一
人
の
大
き
な
お
力
を
い
た
だ

き
、
全
て
が
大
成
功
に
終
わ
り
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
現
在
の
中
割
は
、
眠
っ

て
い
た
も
の
が
少
し
ず
つ
目
覚
め
て
き

て
い
ま
す
。
今
年
は
高
齢
者
を
中
心
と

し
た
「
楽
笑
会
」
を
発
足
し
ま
し
た
が
、

そ
れ
を
支
え
る
中
堅
層
の
方
も
た
く
さ

ん
入
会
し
ま
し
た
。
多
く
の
方
に
声
掛

け
し
な
が
ら
、
高
齢
者
を
支
援
し
て
く

だ
さ
い
ま
す
。
地
域
の
方
々
が
お
互
い

に
支
え
合
い
励
ま
し
合
い
支
援
し
て
く

だ
さ
っ
て
い
る
こ
と
を
実
感
し
、
嬉
し

く
感
じ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

ま
た
、「
旧
鴻
峰
小
学
校
跡
地
利
活

用
」
に
向
け
て
、
何
が
住
民
に
と
っ
て

必
要
で
あ
る
の
か
を
考
え
る
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
チ
ー
ム
も
立
ち
上
げ
、
話
し
合
い

も
活
発
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
地
域
を

元
気
に
す
る
の
は
、
住
民
の
や
る
気
で

す
。
住
民
主
体
の
運
営
が
で
き
る
新

し
い
シ
ス
テ
ム
づ
く
り
が
で
き
れ
ば
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　

最
後
に
、
校
区
の
皆
さ
ん
に
は
、
ま

る
で
家
族
の
よ
う
に
優
し
く
温
か
く
接

し
て
い
た
だ
い
て
お
り
、
大
変
あ
り
が

た
く
感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で

す
。
こ
れ
か
ら
も
こ
の
大
好
き
な
地
域

の
方
々
と
共
に
手
を
取
り
合
い
な
が

ら
、
明
る
く
元
気
な
ま
ち
づ
く
り
に
努

め
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

お
互
い
様
で
支
え
合
い

集
落
支
援
員
（
中
割
校
区
）

　
　
　
　
　

新
畑　

真
理
子



　

平
成
28
年
度
は
、
こ
れ
ま
で
支
給
し

て
い
た
臨
時
福
祉
給
付
金
（
簡
素
な
給

付
措
置
）
に
加
え
、
新
た
に
年
金
生
活

者
等
支
援
臨
時
福
祉
給
付
金
が
支
給
さ

れ
ま
す
。（
下
表
参
照
）

　

各
給
付
金
の
支
給
は
１
回
限
り
で
す
。

※
①
と
③
の
給
付
金
、
②
と
③
の
給
付

金
に
つ
い
て
は
、
ど
ち
ら
の
要
件
に
も

該
当
す
る
方
は
両
方
受
け
取
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
た
だ
し
、
①
と
②
の
両
方

受
給
は
で
き
ま
せ
ん
。

※
詳
細
は
後
日
、
全
戸
配
布
チ
ラ
シ
な
ど
で
お

知
ら
せ
い
た
し
ま
す
の
で
、
お
待
ち
く
だ
さ
い
。

※
給
付
金
を
装
っ
た
詐
欺
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

給付金別
新規 継続

年金生活者等支援臨時福祉給付金 ③臨時福祉給付金
（簡素な給付措置）①低所得高齢者向け給付金 ②障害・遺族基礎年金受給者向け給付金

給付要件 平成 27 年 1月 1日時点で住
民票がある市町村から支給 平成 28 年 1月 1日時点で住民票がある市町村から支給

対象者

平成27年度の市民税が非課税
で、平成 28 年度中に 65 歳以
上となる方

平成 28 年度の市民税が非課税で、
障害基礎年金又は遺族基礎年金を
受給している方

平成 28 年度の市
民税が非課税の方

※上記のうち、生活保護受給者、課税者の扶養親族の方は除く

給付額 対象者 1人につき 30,000 円 対象者 1人につき
3,000 円

申請受付期間（予定） 4月中旬～ 7月中旬 9月中旬～ 12 月中旬

臨時福祉給付金（簡素な給付措置）・
年金生活者等支援臨時福祉給付金について

■問い合わせ先
　市福祉事務所社会福祉係　℡ 22‐1111 内線 321

　

平
成
27
年
度
事
業
で
国
合
同
庁
舎

（
税
務
署
・
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
）
正
面
に

建
設
し
た
新
種
子
島
産
婦
人
科
医
院
が

５
月
１
日
か
ら
移
転
開
院
と
な
り
ま

す
。

　

新
し
い
診
療
所
は
、
木
造
（
一
部
Ｒ

Ｃ
）
平
屋
建
で
、
全
個
室
15
床
（
バ
ス
・

ト
イ
レ
付
）
で
す
。

　

前
医
院
に
比
べ
１
．
５
倍
以
上
の
延

べ
床
面
積
と
な
り
、
ゆ
っ
た
り
と
し
た

環
境
で
妊
婦
さ
ん
の
負
担
も
大
き
く
軽

減
さ
れ
ま
す
。

　

昨
年
７
月
か
ら
の
産
科
医
２
人
体
制

も
継
続
し
、
種
子
島
の
周
産
期
医
療
や

婦
人
科
医
療
の
充
実
が
大
き
く
期
待
さ

れ
ま
す
。

※
種
子
島
産
婦
人
科
医
院
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
開
設
し
ま
し
た
の
で
、
ご
覧

く
だ
さ
い
。（
ア
ド
レ
ス
上
記
）

種子島産婦人科医院
移転のお知らせ

■問い合わせ先
　種子島産婦人科医院組合　℡ 23‐3332
　《ホームページアドレス》http://tane-san.com/

種子島
警察署

種子島産婦
人科医院

合同庁舎
信号

至住吉

至市街地

【
位
置
図
】



　

看
板
な
ど
の
屋
外
広
告
物
は
、
お
店

な
ど
の
場
所
を
示
し
た
り
商
品
や
サ
ー

ビ
ス
の
情
報
を
提
供
す
る
な
ど
、
身
近

な
情
報
を
伝
え
る
手
段
と
し
て
、
私
た

ち
の
生
活
に
欠
か
せ
な
い
も
の
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
広
告
物
が
自
由
勝
手
に
掲

出
さ
れ
る
と
、
街
の
景
観
が
損
な
わ
れ

た
り
、
広
告
物
の
落
下
や
倒
壊
に
よ
っ

て
の
事
故
な
ど
も
心
配
さ
れ
る
た
め
、

西
之
表
市
で
は
、
鹿
児
島
県
屋
外
広
告

物
条
例
に
基
づ
き
、
屋
外
広
告
物
が
正

し
く
掲
出
さ
れ
る
よ
う
行
っ
て
い
ま
す
。

屋
外
広
告
物
と
は

　

屋
外
広
告
物
と
は
、
屋
外
で
常
時
又

は
一
定
の
期
間
継
続
し
て
公
衆
に
対
し

て
表
示
さ
れ
る
も
の
で
、看
板
・
立
看
板
・

は
り
紙
・
は
り
札
・
広
告
塔
・
広
告
板

な
ど
を
い
い
、
表
示
内
容
や
表
示
目
的

を
問
い
ま
せ
ん
。
つ
ま
り
、
商
業
広
告

だ
け
で
な
く
、
案
内
板
や
建
物
の
壁
に

描
か
れ
た
企
業
の
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
な

ど
も
屋
外
広
告
物
と
な
り
ま
す
。

屋
外
広
告
物
を
設
置
す
る
に
は

　

西
之
表
市
は
全
域
が
制
限
地
域
（
屋

外
広
告
物
を
表
示
す
る
の
に
許
可
が
必

要
な
地
域
・
場
所
）
か
禁
止
地
域
（
屋

外
広
告
物
を
表
示
し
て
は
い
け
な
い
地

域
・
場
所
）
の
い
ず
れ
か
と
な
っ
て
い

る
た
め
、
原
則
と
し
て
、
許
可
が
必
要

と
な
り
ま
す
。
た
だ
し
、
一
部
の
自
家

用
広
告
物
（
自
己
の
氏
名
、
店
名
、
営

業
の
内
容
な
ど
を
自
己
の
店
舗
等
に
表

示
す
る
も
の
な
ど
）
等
に
つ
い
て
は
、

表
示
面
積
な
ど
が
基
準
の
範
囲
内
な
ら

ば
許
可
を
受
け
ず
に
表
示
で
き
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
許
可
申
請
に
は
、

表
示
面
積
な
ど
に
応
じ
て
、
手
数
料
を

納
付
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

地
域
・
場
所
に
よ
っ
て
、
許
可
基
準

等
が
異
な
り
ま
す
の
で
、
詳
細
は
市
役

所
建
設
課
管
理
係
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

禁
止
物
件

　

広
告
物
を
表
示
・
設
置
す
る
こ
と
が

で
き
な
い
も
の
（
一
部
適
用
が
除
外
さ

れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。）

（1）
橋
、
ト
ン
ネ
ル
、
高
架
構
造
物
、
分

離
帯

（2）
石
垣
、
擁
壁
、
そ
の
他
こ
れ
ら
に
類

す
る
も
の
。（
門
塀
、
金
網
等
も
含
む
。）

（3）
街
路
樹
、
路
傍
樹
等

（4）
信
号
機
、道
路
標
識
、道
路
上
の
さ
く
、

こ
ま
止
め
、
里
程
標
、
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー

そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る
も
の

（5）
消
火
栓
、
火
災
警
報
器
、
火
の
見
や

ぐ
ら

（6）
郵
便
ポ
ス
ト
、
電
話
ボ
ッ
ク
ス
、
路

上
変
電
塔
及
び
電
線
共
同
溝
地
上
機
器

（7）
送
電
塔
、
送
受
信
塔
及
び
照
明
塔

（8）
煙
突
、
ガ
ス
タ
ン
ク
、
水
道
タ
ン
ク

そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る
も
の

（9）
銅
像
、
神
仏
像
、
記
念
碑
の
類

屋外広告は許可が必要です

■問い合わせ先
　市役所建設課管理係　℡ 22‐1111 内線 239

は
り
札

　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
で
は
、
被
保

険
者
の
皆
様
の
医
療
費
の
動
向
な
ど
を

踏
ま
え
、
２
年
ご
と
に
保
険
料
率
の
見

直
し
を
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

医
療
費
な
ど
の
支
出
が
年
々
増
え
て

い
る
こ
と
等
に
伴
い
、
平
成
28
・
29
年

度
の
保
険
料
率
を
左
記
の
表
の
と
お
り

改
定
い
た
し
ま
す
。

　

皆
様
の
ご
理
解
を
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

内訳 変更前
（平成 26・27 年度）

変更後
（平成 28・29 年度）

均等割額 51,500 円 51,500 円
所得割率 9.32％ 9.97％
年間負担限度額 57 万円 57 万円

後期高齢者医療保険料の改定内容
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
率
が

変
わ
り
ま
す

■問い合わせ先
　市役所税務課市税係　℡ 22‐1111 内線 229
　鹿児島県後期高齢者医療広域連合業務課保険料班
　℡ 099‐206‐1329



■問い合わせ先　市役所健康保険課国民健康保険係
　　　　　　　　℡ 22‐1111 内線 311・312

「人間ドック」・「脳ドック」等の
助成を行います

　

西
之
表
市
国
民
健
康
保
険
及
び
後
期

高
齢
者
医
療
保
険
で
は
、
生
活
習
慣
病

や
疾
病
の
早
期
発
見
・
健
康
増
進
を
目

的
と
し
て
、「
1
日
人
間
ド
ッ
ク
」、「
２

日
人
間
ド
ッ
ク
」
及
び
「
脳
ド
ッ
ク
」

等
の
施
設
利
用
者
に
対
す
る
助
成
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

契
約
医
療
機
関
は
下
表
の
15
機
関
で
、

申
請
受
付
は
４
月
１
日
か
ら
で
す
。
詳
細

に
つ
い
て
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
対
象
】

◆
国
民
健
康
保
険

　

施
設
利
用
日
に
お
い
て
、
国
民
健
康

保
険
加
入
期
間
が
引
き
続
き
1
年
以
上

で
、
20
歳
以
上
の
被
保
険
者
の
方

◆
後
期
高
齢
者
医
療
保
険

　

被
保
険
者
全
員
が
対
象
で
す

《
注
意
事
項
》

①
人
間
ド
ッ
ク
、
脳
ド
ッ
ク
、
Ｐ
Ｅ
Ｔ

検
診
の
い
ず
れ
か
、
年
度
1
回
を
限
度

と
し
ま
す
。

②
国
民
健
康
保
険
税
及
び
後
期
高
齢
者

医
療
保
険
料
の
滞
納
世
帯
の
被
保
険
者

に
は
助
成
で
き
ま
せ
ん
。

③
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
及
び
後
期

高
齢
者
医
療
保
険
被
保
険
者
に
対
す
る

助
成
の
た
め
、
会
社
の
健
康
保
険
等
に

加
入
し
て
い
る
方
は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

【
助
成
額
】
※
人
数
に
限
り
が
あ
り
ま
す
。

●
人
間
ド
ッ
ク　

２
万
５
千
円

※
１
日
・
２
日
ド
ッ
ク
と
も
金
額
は
同

じ
で
す
。

●
脳
ド
ッ
ク　

２
万
円

●
Ｐ
Ｅ
Ｔ
検
診　

２
万
５
千
円

※
Ｐ
Ｅ
Ｔ
検
診
は
国
保
の
み
助
成

【
申
請
方
法
】

①
医
療
機
関
に
受
検
日
を
予
約
す
る
。

②
保
険
証
、
印
鑑
を
持
っ
て
、
市
役
所

健
康
保
険
課
の
窓
口
で
手
続
き
を
行
う
。

③
医
療
機
関
で
受
検
す
る
際
、
②
の
手

続
き
で
も
ら
う
利
用
券
を
提
出
す
る
。

※
受
検
す
る
前
に
申
請
を
行
わ
な
い
と

助
成
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
必
ず
事
前
に

手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
人
間
ド
ッ
ク
等
の
受
検
は
特
定
健
診

景
品
引
換
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

国民健康保険被保険者、後期高齢者医療保険被保険者の皆様へ

○…受検出来る項目　×…受検出来ない項目

【本市と契約している医療機関】
医 療 機 関 郵便番号 住　　所 電 話 番 号 1日ドック 2日ドック 脳ドック ＰＥＴ

鹿児島市医師会病院 890-0064 鹿児島市鴨池新町 7‐1 099-254-1125 ○ ○ × ×

成人病院 ※１ 890-0055 鹿児島市上荒田町16‐30 099-254-3332 ○ × × ×

高田病院 892-0824 鹿児島市堀江町5‐1 099-226-4325 ○ ○ × ×

鹿児島徳洲会病院 890-0056 鹿児島市下荒田町 3‐8‐1 099-250-1110 ○ ○ × ×

JA鹿児島県厚生連健康管理センター 890-0062 鹿児島市与次郎1‐13‐1 099-256-1133 ○ ○ × ×

鹿児島県民総合保健センター 890-8511 鹿児島市下伊敷3‐1‐7 099-220-2622 ○ ○ × ×

今村病院分院
（2日ﾄﾞｯｸは 70 歳以下のみ利用可能） 890-0064 鹿児島市鴨池新町11‐23

人間ドック専用

099-285-3916 ○ ○ × ×

鹿児島厚生連病院※１ 890-0061 鹿児島市天保山町22‐25 099-252-9895 ○ ○ × ×

南風病院　(PET 検診は国保のみ利用可能）
　　　　　　　　　　　　　　　　※2 892-8512 鹿児島市長田町14‐3 0120-332-411 ○ × × ○

さがらパース通りクリニック 892-0838 鹿児島市新屋敷町26‐13 099-239-5366 ○ × × ×

厚地脳神経外科病院 892-0842 鹿児島市東千石町 4‐13 099-226-1491 × × ○ ×

田上病院
（4/1 から種子島医療センターへ名称変更） 891-3198 西 之 表 市 西 之 表7463 0997-22-0960 ○ × × ×

厚地記念ｸﾘﾆｯｸ PET 画像診断センター※１ 891-0841 鹿児島市照国町12‐1 099-226-8871 × × × ○

鹿児島赤十字病院 891-0133 鹿児島市平川町2545 099-261-2111 × × ○ ×

鹿児島逓信病院 890-8798 鹿児島市下伊敷町26-13 099-223-6013 ○ ○ × ×

※ 1　国民健康保険のみ利用可能 ※ 2　後期 1日ドック：80 歳未満

年に 1回、特定（長寿）健診又は人間ドック等を受けましょう



　

道
路
の
路
面
に
あ
る
菱
形
マ
ー
ク

（
上
写
真
）
を
ご
存
じ
で
す
か
？

　

こ
の
マ
ー
ク
は
「
前
方
に
横
断
歩
道

又
は
自
転
車
横
断
帯
が
あ
る
」
と
い
う

意
味
を
示
し
て
い
ま
す
。

　

４
月
は
新
年
度
が
始
ま
り
、
元
気
で

か
わ
い
い
新
１
年
生
が
小
学
校
へ
入
学

し
ま
す
。
主
に
徒
歩
で
の
通
学
と
な
り

ま
す
が
、
慣
れ
て
い
な
い
た
め
登
下
校

に
不
安
に
感
じ
る
こ
と
が
多
い
時
期
で

す
。
学
校
で
は
、
日
頃
か
ら
子
ど
も
た

ち
が
交
通
事
故
な
ど
に
遭
わ
な
い
よ
う

に
、
交
通
安
全
教
室
な
ど
を
通
し
て
、

安
全
指
導
を
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
普
段
か
ら
自
動
車
・
バ
イ
ク

な
ど
を
運
転
さ
れ
る
方
へ
の
お
願
い
で

す
。
横
断
歩
道
の
近
く
や
学
校
の
近
く
、

細
い
路
地
、
交
差
点
、
カ
ー
ブ
な
ど
で

は
減
速
し
、
特
に
注
意
し
て
走
行
を
お

願
い
し
ま
す
。
ま
た
、
各
家
庭
や
地
域

の
皆
さ
ん
で
も
子
ど
も
た
ち
の
交
通
安

全
に
つ
い
て
見
守
り
を
お
願
い
し
ま

す
。

　

新
１
年
生
は
、
４
月
か
ら
黄
色
の
帽

子
を
か
ぶ
っ
て
登
下
校
し
ま
す
の
で
、

ご
配
慮
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

市
教
育
委
員
会
学
校
教
育
課
指
導
係

　

℡
２
２
‐
１
１
１
１
内
線
２
５
５

このマークを見かけたら・・・

新小学 1年生の
交通安全についてのお願い

寄
附

・
記
念
品
選
択

①

②
注
文
の
依
頼

実
績
報
告

・
請
求
（
月
締
め
）

④

記
念
品
の
発
送

③

委
託
料
（
代
金
）

の
支
払

⑤

寄附者

西之表市

参加事業者

《記念品発送の流れ》

平成 28 年度ふるさと納税推進事業に
参加希望の事業者を募集します！

■問い合わせ
　市役所地域支援課協働推進係　℡ 22‐1111 内線 214

【
募
集
期
間
】

　

４
月
１
日
（
金
）
〜
４
月
20
日
（
水
）

【
参
加
要
件
等
】

①
市
内
に
本
社
ま
た
は
主
た
る
事
業
所

（
工
場
等
を
含
む
）
を
有
す
る
法
人
そ
の

他
の
団
体
又
は
個
人
事
業
者
で
あ
る
こ
と
。

②
市
税
等
の
滞
納
が
な
い
者
で
あ
る
こ
と
。

③
代
表
者
等
が
、
暴
力
団
に
よ
る
不
当

な
行
為
の
防
止
等
に
関
す
る
法
律
に
掲

げ
る
暴
力
団
の
構
成
員
等
で
な
い
こ
と
。

※
市
が
参
加
事
業
者
と
し
て
適
当
で
な
い

と
認
め
た
場
合
や
、
対
象
商
品
が
適
当
で

な
い
と
認
め
た
場
合
は
参
加
で
き
ま
せ
ん
。

【
記
念
品
に
つ
い
て
】

①
市
内
で
製
造
、
加
工
、
採
取
、
栽
培
等
す
る

商
品
又
は
地
元
事
業
者
が
提
供
す
る
サ
ー
ビ
ス

②
品
質
及
び
数
量
の
安
定
供
給
が
見
込
め

る
も
の（
期
間
限
定
等
の
取
扱
い
は
可
能
）

③
カ
タ
ロ
グ
へ
掲
載
す
る
特
産
品
の
価
格
は

送
料
を
含
め
た
額
で
設
定
し
て
く
だ
さ
い
。

④
掲
載
す
る
記
念
品
１
点
に
つ
き

１
万
円
（
写
真
及
び
カ
タ
ロ
グ
製
本
代
）

を
ご
負
担
い
た
だ
き
ま
す
。

※
記
念
品
（
申
請
さ
れ
た
特
産
品
等
）

に
つ
い
て
は
選
定
委
員
会
に
て
審
査

し
、
決
定
さ
れ
ま
す
。

※
決
定
後
、
負
担
金
１
万
円
×
記
念
品

数
を
徴
収
し
、カ
タ
ロ
グ
を
作
成
し
ま
す
。

※
提
出
書
類
等
、
詳
細
に
つ
い
て
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

寄附申込件数が急上昇中！！Ｈ 26：40 件→Ｈ 27：800 件（見込）



ま・ち・の・わ・だ・い

ま・ち・の・わ・だ・い

健康ポスター最優秀賞
【小学校低学年の部】　長田　啓聖 ( 国上小 2年）
【小学校中学年の部】　古野　陸大（榕城小 3年）　
【小学校高学年の部】　髙禮　華乃（榕城小 5年）
健康づくり功労賞【優良団体】　塰泊安徳会
特定健康診査表彰
【受診率の部】　牧之峯地域
【受診者数増加の部】　上之原町地域
【受診者数率増加の部】　牧之峯地域
【総合の部】　牧之峯地域
８０２０歯科表彰
【県歯科医師会長賞】　橋元　ツタエ
【郡歯科医師会長賞】　長野　久子
【西之表市長賞】　廣庭　チサエ
【優秀賞】髙﨑　初實・植屋　スエ子・神村　カナ子
　野村　末義・　川　利八・八板　アサ子・長野　マリ子
優良地域づくり団体優秀賞　中西校区
社会教育功労賞
【優良個人】　沖田　實盛
熊毛地区社会教育功労賞
【優良個人】　中野　幸太郎
【優良団体】　種子島の語り部「ぢろの会」
優良少年少女団体表彰　種子島レオクラブ
優良読書グループ　人形劇団ゆびきり
子ども会育成連絡協議会表彰　東町・池田子ども会
社会福祉功労賞【優良個人】　中園　由美子・
　下村　文和・平山　ハルエ・阿世知　はつみ・
　鮫島　　男・曽木　英子・曽木　安清
社会福祉功労賞【優良団体】　和田産業株式会社
　種子島酒造株式会社
花を咲かそう西之表景観づくり　県建設業協会種子島支部
　社会福祉法人豊山会たちばな園

各　種　表　彰　紹　介
※敬称略（学年は 3月現在）

健康ポスター最優秀賞
【小学校低学年の部】　長田　啓聖 ( 国上小 2年）
【小学校中学年の部】　古野　陸大（榕城小 3年）
【小学校高学年の部】　髙禮　華乃（榕城小 5年）
健康づくり功労賞【優良団体】　塰泊安徳会
特定健康診査表彰
【受診率の部】　牧之峯地域
【受診者数増加の部】　上之原町地域
【受診者数率増加の部】　牧之峯地域
【総合の部】　牧之峯地域
８０２０歯科表彰
【県歯科医師会長賞】　橋元　ツタエ
【郡歯科医師会長賞】　長野　久子
【西之表市長賞】　廣庭　チサエ
【優秀賞】髙﨑　初實・植屋　スエ子・神村　カナ子
野村　末義・　川　利八・八板　アサ子・長野　マリ子子
優良地域づくり団体優秀賞　中西校区
社会教育功労賞
【優良個人】　沖田　實盛
熊毛地区社会教育功労賞
【優良個人】 中野　幸太郎
【優良団体】 種子島の語り部「ぢろの会」
優良少年少女団体表彰　種子島レオクラブ
優良読書グループ　人形劇団ゆびきり
子ども会育成連絡協議会表彰　東町・池田子ども会
社会福祉功労賞【優良個人】 中園　由美子・
　下村　文和・平山　ハルエ・阿世知　はつみ・
　鮫島　　男・曽木　英子・曽木　安清
社会福祉功労賞【優良団体】 和田産業株式会社
　種子島酒造株式会社
花を咲かそう西之表景観づくり 県建設業協会種子島支部部
社会福祉法人豊山会たちばな園

各　種　表　彰　紹　介
※敬称略（学年は 3月現在））
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▲表彰の様子（健康ポスター最優秀賞小学生低学年の部長田啓聖くん）

▲市民会館の各フロアでは、展示発表が行われました ▲すこやかで行われた親子ふれあい広場の読み聞かせの様子 ▲オープニングを飾った
椎木彩菜さん



ま・ち・の・わ・だ・い

ま・ち・の・わ・だ・い

▲種子島の将来について真剣に考えた生徒たち。自分たちが学んだこ
とを堂々と発表しました

▲バイオディーゼル燃料の製造についての実演の様子

▲会場には高校生が制作したポスターが展示され、ポスターセッショ
ンが行われました

333
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ま・ち・の・わ・だ・い

ま・ち・の・わ・だ・い

333
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ま・ち・の・わ・だ・い

ま・ち・の・わ・だ・い

今

今
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今
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ま・ち・の・わ・だ・い

ま・ち・の・わ・だ・い

新玉ねぎ小粒　　………　5個
ブイヨン　　　　………　2個
（固形スープの素）
水　　　　　　　………　1ℓ
だし昆布　　　　………　5cm×2枚
梅干しの種　　　………　2個
オリーブ油　　　………　大さじ 1
ローリエ　　　　………　1枚
塩・コショウ　　………　少々
パセリ　　　　　………　少々
おし麦　　　　　………　25 ｇ

①おし麦はさっと洗い、10 分程水に浸
した後水を切っておく。
②鍋に皮をむいた丸ごとの玉ねぎをブイ
ヨン、だし昆布、梅干しの種、オリーブ油、ローリエ、塩少々を入れ、水を加えて中火で煮、沸騰したら
弱火にする。
③玉ねぎが 5分どおりやわらかくなったら、おし麦を加える。おし麦がやわらかくなる頃、玉ねぎもやわ
らかくなれば完成。（梅干しとローリエは取り出す。きれいなスープにするときは一度こしましょう。）
④玉ねぎを優しくつぎ、パセリをちらし、好みでコショウを振る。

333
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さぁ　体操しよう！！　～住吉体操教室～
　

３
月
１
日
、
住
吉
校
区
が
自
分
た

ち
で
体
操
教
室
を
行
っ
て
い
る
と
聞

き
、
取
材
に
行
っ
て
み
ま
し
た
。

　

脳
卒
中
対
策
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
モ

デ
ル
地
区
で
も
あ
る
住
吉
校
区
。
住

吉
校
区
の
漁
民
セ
ン
タ
ー
で
は
、
健

康
づ
く
り
推
進
員
が
発
起
人
と
な
り
、

50
〜
60
歳
代
を
中
心
に
自
主
的
に
集

ま
っ
て
運
動
教
室
を
毎
週
開
催
し
て

い
ま
す
。

『
す
こ
や
か
』
が
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す

　
「
運
動
し
た
い
け
ど
、
ど
う
す
れ
ば

い
い
の
か
分
か
ら
な
い
」
そ
ん
な
時

は
「
す
こ
や
か
」
が
サ
ポ
ー
ト
。
住

吉
体
操
教
室
に
も
昨
年
11
月
か
ら
３

カ
月
間
で
11
回
の
指
導
を
行
い
ま
し

た
。
３
月
１
日
は
最
後
の
指
導
の
日
。

今
後
は
自
分
た
ち
で
体
操
教
室
を
続

け
て
い
き
ま
す
。

▲指導で取り組んでいる体操 20 種類

み
ん
な
で
や
る
か
ら
続
き
や
す
い

　

取
材
し
て
感
じ
た
こ
と
は
、
結
構
大

変
。
す
ぐ
に
筋
肉
が
プ
ル
プ
ル
震
え
ま

す
。
し
か
し
、
教
室
に
は
終
始
笑
い
声

が
。「
き
つ
か
〜
」「
た
い
そ
か
〜
」「
あ

と
ち
ょ
っ
と
・
・
・
」
と
弱
音
を
言
っ

た
り
、
励
ま
し
た
り
と
声
を
掛
け
合

い
、
楽
し
く
取
組
ん
で
い
ま
し
た
。

　

１
人
だ
と
、
め
ん
ど
く
さ
く
て
や
め

て
し
ま
い
そ
う
で
す
が
、
み
ん
な
で
集

ま
る
と
気
軽
に
楽
し
く
続
け
や
す
そ

う
で
す
。

感
想
か
ら
・
・
・

　

参
加
者
は
、「
運
動
習
慣
が
つ
い
た
」

「
大
変
気
持
ち
良
か
っ
た
」「
体
が
柔
ら

か
く
な
っ
た
」「
動
き
が
軽
く
な
っ
た
」

な
ど
の
効
果
が
あ
っ
た
よ
う
で
す
。
実

際
に
、
昨
年
11
月
に
比
べ
て
体
が
柔
ら

か
く
な
っ
た
り
、
多
少
筋
力
が
増
加
す

る
な
ど
、
測
定
の
値
も
良
い
結
果
が
で

ま
し
た
。

　

み
な
さ
ん
も
住
吉
校
区
の
よ
う
に

み
ん
な
で
体
操
し
ま
せ
ん
か
。
仲
間

と
集
ま
っ
て
体
操
し
た
い
方
、
団
体
、

地
域
は
「
す
こ
や
か
」
ま
で
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。
体
操
や
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

の
指
導
な
ど
の
サ
ポ
ー
ト
が
で
き
ま

す
。

　

ま
た
、
４
月
か
ら
毎
月
『
血
圧
さ

げ
よ
う
わ
い
教
室
』
を
開
催
予
定
。

血
圧
を
中
心
に
健
康
づ
く
り
に
つ
い

て
楽
し
く
学
べ
る
教
室
で
す
。

（
対
象
：
本
市
在
住
の
74
歳
以
下
の
方
）

４
月
の
教
室
は
18
日
（
月
）

※
変
更
に
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

※
申
込
み
は
「
す
こ
や
か
」
ま
で
。

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

　

市
保
健
セ
ン
タ
ー
す
こ
や
か

　

℡
２
４
‐
３
２
３
３
（
直
通
）



■
記
念
誌
発
行
の
目
的

　

戦
時
中
の
学
童
疎
開
を
縁
に
始
ま
っ

た
西
之
表
市
と
伊
佐
市
（
大
口
市
・
菱

刈
町
）
と
の
交
流
は
、
昭
和
37
年
11
月

に
姉
妹
都
市
盟
約
を
締
結
し
、
現
在
ま

で
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
続
い
て
き
ま
し
た
。

　

学
童
疎
開
で
築
い
た
絆
を
忘
れ
る
こ

と
の
な
い
よ
う
に
、
当
時
を
振
り
返
り
、

疎
開
の
様
子
や
体
験
者
の
思
い
を
記
録

し
、
幅
広
い
世
代
に
継
承
す
る
こ
と
と
、

西
之
表
市
と
伊
佐
市
と
の
関
係
性
を
広

く
伝
え
て
い
く
こ
と
を
目
的
に
記
念
誌

を
発
行
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

記
念
誌
の
発
行
を
と
お
し
て
、
今
後

ま
す
ま
す
両
市
の
交
流
が
広
が
り
、
両

市
民
の
絆
が
深
ま
る
こ
と
を
目
指
し
ま

す
。

■記念誌の内容（「つなぐー語り継ぎたい想いー」もくじ）

　・【市長対談】戦後 70 年を語る
　・戦争に向かった背景・状況
　・当時の様子を伝える品々
　・「疎開の状況（地図）」
　・疎開体験談【西之表市】
　・70 年の時を超え・・・『再会』の旅が始まる
　・疎開体験談【伊佐市】
　・疎開受入に対するお礼状
　・姉妹都市盟約の締結
　・「語り継ぐ　あの時を」
　・「心の架け橋」伊佐市教育長
　・「DVD動画」制作
　・「シンボルマーク」作成
　・学校交流
　・「未来へ」西之表市教育長
　・市職員による交流
　・伊佐市広報紙「戦後 70 年」特集
　・西之表市の概要
　・伊佐市の概要

西之表市・伊佐市交流事業
戦後 70 年学童疎開記念誌

『つなぐ -語り継ぎたい想い -』

完成
報告
！

　

平
成
27
年
は
、
戦
後
70
年
の
節
目
の

年
。
戦
時
中
の
疎
開
を
縁
に
姉
妹
都
市

と
な
っ
た
伊
佐
市
と
共
同
で
制
作
し
た

西
之
表
市
・
伊
佐
市
交
流
事
業
戦
後
70

年
学
童
疎
開
記
念
誌
「
つ
な
ぐ
‐
語
り

継
ぎ
た
い
想
い
‐
」
が
完
成
し
ま
し
た
。

　

３
月
６
日
に
は
本
市
に
伊
佐
市
長
な

ど
を
迎
え
て
行
っ
た
完
成
発
表
会
。
種

子
島
高
校
の
放
送
部
が
制
作
し
た
Ｄ
Ｖ

Ｄ
は
市
民
フ
ェ
ア
で
も
上
映
さ
れ
ま
し

た
。

　

今
回
は
、
完
成
報
告
と
し
て
記
念
誌

の
紹
介
を
し
ま
す
。

前列左：大木クリ子さん　右：堀内敏子さん



■
姉
妹
都
市
交
流
の
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク

　

今
回
の
記
念
誌
発
行
に
あ
わ
せ
、
姉

妹
都
市
の
友
好
関
係
を
象
徴
す
る
シ
ン

ボ
ル
マ
ー
ク
を
作
成
し
ま
し
た
。

　

シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
の
作
成
は
、
伊
佐

市
の
大
口
明
光
学
園
中
学
校
・
高
等
学

校
へ
依
頼
。
そ
の
中
か
ら
最
終
選
考
に

選
ば
れ
た
４
作
品
の
デ
ザ
イ
ン
化
を
伊

佐
市
在
住
の
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー
小
門

幸
恵
さ
ん
に
依
頼
し
、
両
市
長
が
シ
ン

ボ
ル
マ
ー
ク
を
決
定
し
ま
し
た
。

　

こ
の
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
は
、
高
等
学

校
１
年
の
猪
野
未
晴
さ
ん
が
原
案
を
作

成
。

　

中
央
は
市
の
花
で
あ
る
さ
く
ら
（
伊

佐
市
）
と
て
っ
ぽ
う
ゆ
り
（
西
之
表
市
）。

周
り
の
リ
ボ
ン
は
両
市
の
友
情
と
自
然

の
豊
か
さ
を
表
現
し
て
い
ま
す
。

■
Ｄ
Ｖ
Ｄ
動
画
制
作
「
再
会
」

　

今
回
の
記
念
誌
発
行
に
あ
わ
せ
、
種

子
島
高
等
学
校
放
送
部
へ
Ｄ
Ｖ
Ｄ
動
画

の
制
作
を
依
頼
し
ま
し
た
。

　

内
容
は
、
疎
開
体
験
者
で
あ
る
大
木

ク
リ
子
さ
ん
と
受
入
れ
先
の
家
庭
で
一

緒
に
生
活
し
た
堀
内
敏
子
さ
ん
の
70
年

ぶ
り
の
再
会
。
感
動
の
再
会
を
撮
影
で

き
る
チ
ャ
ン
ス
は
１
度
だ
け
で
あ
り
、

何
度
も
打
ち
合
わ
せ
を
繰
り
返
し
、
本

番
に
挑
み
ま
し
た
。

　

こ
の
「
再
会
」
は
、
第
37
回
九
州
高

校
放
送
コ
ン
テ
ス
ト
テ
レ
ビ
番
組
部
門

で
見
事
優
勝
す
る
な
ど
、
高
い
評
価
を

頂
い
て
い
ま
す
。

■
疎
開
体
験
談

　

記
念
誌
に
は
、
疎
開
体
験
者
の
体
験

談
を
掲
載
。
西
之
表
市
は
14
名
に
取
材

し
８
つ
、
伊
佐
市
は
９
名
に
取
材
し
７

つ
の
体
験
談
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
疎
開
以
来
70
年
ぶ
り
の
再
会
を
果

た
す
大
木
ク
リ
子
さ
ん
と
堀
内
敏
子
さ

ん
へ
の
取
材
の
様
子
な
ど
も
書
か
れ
て

い
ま
す
。

　

当
時
の
様
子
と
体
験
者
の
想
い
が
詰

ま
っ
た
内
容
で
す
。
ぜ
ひ
ご
一
読
く
だ

さ
い
。

　

こ
の
記
念
誌
は
、
市
立
図
書
館
の
他
、

市
内
の
各
小
中
学
校
、
種
子
島
高
校
な

ど
に
配
布
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
市
役
所
の
１
階
の
総
合
案
内

所
横
の
情
報
公
開
コ
ー
ナ
ー
で
閲
覧
で

き
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

市
役
所
総
務
課
秘
書
広
報
係

　

℡
２
２
‐
１
１
１
１
内
線
２
０
７

古田フサ子さん
（伊関）

岩坪トシ子さん
（安城）

落合浩英さん
（国上）

和田シズさん
（榕城）

（左）上妻敏彦さん
（右）羽島宣夫さん
（住吉）

森園ヤエ子さん
（中割）

田下友枝さん
（中種子町（当時：住吉））

（後列左から）山元勝實さん、
長野侃さん、馬場梓さん
（前列左から）日高守さん、
宮川理德さん、園田時治さん
（上西（横山集落））

体験談を語ったみなさん【西之表市】



学
生
の
た
め
の
知
っ
て
お
き
た
い
年
金
の
は
な
し

■問い合わせ先
　西之表市地域包括支援センター（市役所健康保険課高齢者支援室）
　℡ 23‐5225

■問■問 合い合わせわせ先先
　西之表市地域包括支援センター（市役所健康保険課高齢者支援室）
　℡ 23‐5225

地
域
づ
く
り
に
よ
る
介
護
予
防

『
よ
ろ
〜
て
元
気
ア
ッ
プ
教
室
』
塰
泊
地
域
か
ら
嬉
し
い
声
が
届
い
て
ま
す

　

20
歳
以
上
60
歳
未
満
の
人
は
国
民
年

金
へ
の
加
入
が
義
務
と
な
っ
て
い
ま

す
。
平
成
28
年
度
の
国
民
年
金
保
険
料

は
、
１
６
２
６
０
円
（
月
額
）
で
す
。

学
生
の
場
合
は
？

　

前
年
の
所
得
が
一
定
以
下
の
学
生

は
、
申
請
し
て
認
め
ら
れ
る
と
保
険
料

の
納
付
が
先
送
り
（
猶
予
）
さ
れ
、
10

年
後
ま
で
の
間
に
納
め
ら
れ
る
と
い
う

特
例
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　

保
険
料
を
納
め
ら
れ
な
い
と
き
は
そ

の
ま
ま
に
せ
ず
、
学
生
納
付
特
例
を
申

請
し
ま
し
ょ
う
。

学
生
納
付
特
例
の
メ
リ
ッ
ト

　

も
し
も
の
と
き
の
た
め
の
障
害
基
礎

年
金
や
遺
族
基
礎
年
金
の
受
給
資
格
期

間
へ
算
入
さ
れ
ま
す
。

（
例
）
平
成
27
年
度
の
障
害
基
礎
年
金
額

　

年
額
９
７
５
１
０
０
円
（
１
級
）

　

年
額
７
８
０
１
０
０
円
（
２
級
）

◎
障
害
基
礎
年
金
及
び
遺
族
基
礎
年
金

を
受
け
取
る
た
め
に
は
一
定
の
要
件
が

あ
り
ま
す
。

手
続
き
は
？

　

学
生
納
付
特
例
申
請
書
に
在
学
証
明

書
ま
た
は
学
生
証
の
写
し
を
添
え
て
住

民
登
録
を
し
て
い
る
市
区
町
村
役
場
で

申
請
し
て
く
だ
さ
い
。
本
市
で
は
国
民

年
金
係
に
な
り
ま
す
。

納付と学生納付特
例と未納はこのよ
うに違います

老齢基礎年金 障害・遺族
基礎年金

受給資格期
間への算入

年金額へ
の反映

受給資格期
間への算入

納付 ○ ○ ○

学生納付特別 ○ ×（注 1） ○

未納 × × ×

（注 1）老齢基礎年金の年金額には反映されませ
んが、保険料を 10 年以内に納付（追納）する
と年金額に反映されます。

　

モ
デ
ル
地
区
と
し
て
11
月
か
ら
始
ま
っ
た
塰
泊
地
域
の
『
よ
ろ
〜
て

元
気
ア
ッ
プ
教
室
』
が
４
ヶ
月
経
過
し
ま
し
た
。
参
加
者
の
皆
さ
ん
か

ら
「
み
ん
な
で
集
ま
る
の
が
楽
し
み
」「
火
曜
日
が
待
ち
遠
し
い
！
」「
腰

が
シ
ャ
ン
と
し
て
き
た
」「
靴
を
立
っ
た
ま
ま
履
け
る
よ
う
に
な
っ
た
」

な
ど
嬉
し
い
声
が
多
く
聞
こ
え
て
き
て
い
ま
す
。
ま
た
、
体
力
測
定
で

は
左
記
の
よ
う
な
改
善
が
み
ら
れ
た
方
も
お
り
、
地
域
み
ん
な
で
喜
び

ま
し
た
。

　

週
１
回
地
域
ぐ
る
み
で
取
り
組
む
介
護
予
防
は
、
参
加
者
の
皆
さ
ん

に
と
っ
て
、
は
つ
ら
つ
と
し
た
生
活
を
送
る
き
っ
か
け
と
な
っ
て
い
る

よ
う
で
す
。

　

皆
さ
ん
の
地
域
で
も
「
よ
ろ
〜
て
元
気
ア
ッ
プ
教
室
」
始
め
て
み
ま

せ
ん
か
？

教室参加前　22.8 秒
教室参加後　15.2 秒

● 76歳女性「移動能力テスト」の結果
※立ち座り動作、歩行、方向転換な
どの日常動作と関連のあるテストで
す。

7.6 秒も速く
なりました

○地域包括支援センターの場所が変わ
ります。
　4月 1日から地域包括支援センター
は税務課前に移ります。



種
子
島
宇
宙
セ
ン
タ
ー

　

特
別
公
開
２
０
１
６
開
催
！

　

今
年
も
種
子
島
宇
宙
セ
ン
タ
ー
で

特
別
公
開
を
開
催
い
た
し
ま
す
！

開
催
日
：
４
月
24
日
（
日
）

時　

間
：
９
時
30
分
〜 

15
時
30
分

場　

所
：
種
子
島
宇
宙
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　

竹
崎
グ
ラ
ウ
ン
ド

　
　
　
　

宇
宙
科
学
技
術
館

　

今
回
の
特
別
公
開
で
は
、
通
常
の

バ
ス
ツ
ア
ー
で
は
見
学
で
き
な
い
場

所
が
見
学
で
き
る
「
ス
ペ
シ
ャ
ル
バ

ス
ツ
ア
ー
」
や
「
水
ロ
ケ
ッ
ト
体
験
」、

種
子
島
で
活
躍
す
る
パ
フ
ォ
ー
マ
ー

■
問
い
合
わ
せ
先

　

市
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
社
会
教
育
係

　

℡
２
２
‐
１
１
１
１
内
線
２
５
７
・
２
５
８

「
家
庭
教
育
講
演
会

　
　
　

並
び
に
母
親
セ
ミ
ナ
ー
」

　

２
月
21
日
（
日
）、
地
域
の
読
書
活
動

グ
ル
ー
プ
活
性
化
研
修
会
が
市
民
会
館

で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

童
話
作
家
の
季き

み巳
明
代
先
生
を
講
師

に
ペ
ー
プ
サ
ー
ト
や
し
か
け
絵
本
を
用

い
た
効
果
的
な
読
み
聞
か
せ
方
法
に
つ

い
て
学
び
ま
し
た
。

　

講
演
後
は
、人
形
劇
団
ゆ
び
き
り
（
西

之
表
市
）
と
青
い
海
の
子
星
の
子
会
（
屋

久
島
町
）
が
事
例
発
表
を
行
い
、
活
発

な
質
疑
応
答
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
、
今
後
の
読
書
活
動
を
充

実
さ
せ
て
い
く
に
あ
た
っ
て
良
い
刺
激

を
受
け
た
よ
う
で
す
。

「
地
域
の
読
書
活
動
グ
ル
ー
プ

　
　
　
　
　
　
　

活
性
化
研
修
会
」

　

２
月
６
日
（
土
）、
市
民
会
館
で
家
庭

教
育
講
演
会
並
び
に
母
親
セ
ミ
ナ
ー
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

母
親
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
市
内
各
学
校

の
代
表
の
方
が
母
親
委
員
会
で
子
ど
も

へ
の
関
わ
り
方
や
学
習
の
定
着
化
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
問
題
に
つ
い
て
協
議
を

重
ね
、「
健
や
か
な
家
庭
環
境
づ
く
り
の

た
め
に
、
今
私
た
ち
に
で
き
る
こ
と
」

と
題
し
研
究
発
表
を
行
い
ま
し
た
。

　

そ
の
後
の
県
立
鹿
児
島
盲
学
校
の
奥

政
治
教
頭
先
生
の
講
演
「
一
人
一
人
を

大
切
に
し
た
子
育
て
を
め
ざ
し
て
」
で

は
、
学
習
障
害
（
Ｌ
Ｄ
）
や
注
意
欠
陥

多
動
性
障
害
（
Ａ
Ｄ
Ｈ
Ｄ
）
の
特
徴
、

指
導
に
つ
い
て
の
基
本
的
な
考
え
方
や

留
意
点
な
ど
を
学

ぶ
こ
と
が
で
き
、

子
ど
も
一
人
一
人

の
良
さ
を
認
め
て

関
わ
っ
て
い
く
こ

と
の
重
要
性
に
つ

い
て
学
習
し
ま
し

た
。

の
ス
テ
ー
ジ
な
ど
、
楽
し
い
イ
ベ
ン

ト
が
盛
り
だ
く
さ
ん
！
当
日
は
、
地

元
団
体
の
屋
台
販
売
も
あ
り
ま
す
。

ぜ
ひ
ご
家
族
そ
ろ
っ
て
お
越
し
く
だ

さ
い
。

　

特
別
公
開
の
詳
し
い
内
容
に
つ
き

ま
し
て
は
、
ポ
ス
タ
ー
や
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
お
知
ら
せ
い

た
し
ま
す
。



（
寄
付
者
名
）

（
住
所
）

（
故
人
名
）

地
蔵　

レ
イ
子
柳
原

地
蔵　

政
照

山
内　

つ
ぎ
子

古
田
上
之
町

山
内　

實
安

原　

ゆ
き
え

村
之
町

原　

實
嘉

竹
之
内　

春
志
野
木
平

竹
之
内
シ
ノ

田
園　

秀
樹

西
俣

田
園　

セ
イ
子

池
濱　

悦
子

中
野

桑
山　

長
一

木
原　

睦
夫

軍
場

木
原　

キ
ヨ

塩
屋　

兼
二

上
石
寺

塩
屋　

冨
枝

川
端　

カ
チ

柳
原

川
端　

保
都

橋
口　

マ
キ
子

鴨
女
町

橋
口　

正
行

小
川　

利
宏

今
年
川

小
川　

覺

井
元　

孝
章

東
町

井
元　

ヒ
サ

（
出
生
児
）
（
性
別
）

（
父
）

（
母
）

（
住
所
）

尾
野　

光み
つ
き希

男

秀
行

さ
と
み
中
西

藤
田　

莉り

お緒

女

紘
人

美
喜

鞍
勇

丸
野　

結ゆ

め愛

女

豊

奈
央

日
置
市

福
山　

豪か
つ
ま真

男

真
悟

泰
美

霧
島
市

靍
見　

玖く
お
ん音

男

裕
一

あ
お
い
洲
之
崎

外　

佳よ
し
や也

男

卓
也

美
由
紀
榕
城
中
目

鬼
束　

勇い
ぶ
き吹

男

崇
博

英
梨
香
松
畠

校区 男 女 計 世帯数
榕城 3803 4274 8077 3953
上西 237 271 508 275
下西 1069 1230 2299 1164
国上 569 621 1190 613
伊関 194 213 407 208
安納 205 221 426 225
現和 656 669 1325 680
安城 150 167 317 174
立山 58 54 112 56
中割 52 51 103 59
古田 191 231 422 203
住吉 427 508 935 514

［火　災］
 出火件数　 5 件
 うち建物　 1 件
［救　急］
 出動件数　62件
 うち急病　42件

発生件数　  6 件
死 者　  0 人
負 傷 者　  6 人

こ
の
た
び
は
、
社
協
に
香
典
返
し
及
び
一
般
と
し
て
ご
寄

付
を
賜
り
ま
し
て
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

ご
親
族
の
ご
芳
志
に
副
い
ま
す
よ
う
、
社
会
福
祉
の
た
め

に
役
立
た
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

［人口］
全体 16,121 人（－   22）
男性   7,611 人（－   11）
女性   8,510 人（－   11）

［世帯数］
世帯（－   32）

（　）内の数字は前月比

（
氏
名
）

（
年
齢
）
（
住
所
）

國
生　

弘
子

78

住
吉
中
之
町

沖
吉　

直
行

81

桜
園

林　

ノ
ブ
子

92

榕
城
中
目

坂
元　

榮

93

牧
之
峯

荒
木　

正
弘

75

中
野

田
頭　

秀
明

49

池
野

坂
元　

覺

78

榕
城
中
目

山
田　

豊

89

軍
場

德
永　

ミ
エ
子

79

安
城
下
之
町

田
中　

邦
枝

84

塰
泊

平
原　

シ
ゲ

93

軍
場

柳
田　

宣
子

73

納
曽

土
田　

家
理

78

川
迎

牧
瀬　

優

87

川
迎

大
石　

末
雄

65

下
石
寺

中
村　

正
男

95

本
立

日
髙　

キ
ク

97

軍
場

鎌
田　

マ
サ
子

66

峯

塩
﨑　

正
人

62

大
崎

武
田　

幸
子

81

川
迎

（
氏
名
）　 　
　
　
（
住
所
）

田
上　

稔　
　
　
　

深
川

　
　

＆

日
髙　

佐
登
里　
　

中
種
子
町

（
氏
名
）

（
年
齢
）
（
住
所
）

　

村　

ミ
ヨ

88

鴨
女
町

伊
豆
元　

サ
サ
エ

97

浜
之
町

川
下　

廣
榮

92

浅
川

河
内　

金
雄

84

榕
城
中
目

名
越　

ミ
カ

93

西
町

牛
野　

均

85

松
畠

中
野　

ミ
ヨ

77

柳
原



床
の
間
に
千
両
南
天
添
え
て
生
け
卆そ

つ

寿
を
迎
え
新
春
を
祝
う

列
島
を
丸
ご
と
冷
凍
す
る
如
く
交
通
麻ま

ひ痺
を
テ
レ
ビ
は
映
す

新
玉
の
鎮
守
の
社
お
ご
そ
か
に
静し

じ
ま寂

や
ぶ
り
て
柏
手
ひ
び
く

爛ら
ん
ま
ん漫

の
弥
生
の
空
に
彼
の
人
の
鳴
く
声
悲
し
山
ホ
ト
ト
ギ
ス

空
の
色
大
夕
焼
に
広
ご
り
て
馬
毛
の
片か

た
へ方
に
陽
は
丸
く
落
つ

大お
お
は
は

祖
母
は
白
寿
穏お

だ

し
く
身
罷ま

か

り
ぬ
医
師
冷
静
に
献
体
と
宣の

る

ひ
な
び
た
る
里
の
し
ぐ
れ
に
ひ
と
つ
あ
る
茶
店
が
あ
れ
ば
手
打
ち
そ
ば
食
む

親
戚
の
店
に
奉
公
十
三
歳
よ
り
昭
和
を
生
き
来
し
根
性
持
ち
て

寒
空
に
凛
と
し
て
咲
く
白
木
蓮
つ
ぼ
み
は
空
を
指
さ
す
ご
と
し

満
開
の
白
く
匂
え
る
梅
の
花
寒
空
の
下
見
事
な
姿

こ
の
虹
は
ま
さ
に
私
の
カ
タ
ル
シ
ス
色
鮮
や
か
に
時し

け化
の
間
を
立
つ

窯
焚
き
を
終
え
て
二
日
の
眠
り
覚
む
一
口
の
水
力
漲
る

人
並
み
に
雑
魚
で
祝
え
る
新
春
を
す
べ
て
に
感
謝
し
再
起
を
誓
う

日
脚
伸
ぶ
庭
の
か
た
え
に
た
お
や
か
に
ア
イ
リ
ス
咲
き
初そ

む
春
の
装
い

八
十
年
児
ら
と
生
き
来
し
五
葉
松
葉
廃
校
決
ま
る
庭
に
枯
れ
ゆ
く

旅
立
つ
日
ま
た
会
う
日
ま
で
春
の
風

東
町
・
池
亀
カ
ヅ
エ

池
田
・
池
浪
三
重
子

国
上
中
目
・
榎
本　

孝

東
町
・
鎌
田　

宗
信

納
曽
・
河
内　

雅
美

住
吉
中
之
町
・
上
妻　

敏
彦

中
西
・
髙
重　

孝
子

わ
ら
び
苑
・
田
中　

ト
ヨ

東
町
・
德
永
ソ
ヨ
子

住
吉
中
之
町
・
中
畠　

茜

西
町
・
濱
田　

千
代

上
能
野
・
福
元　

秀
義

東
町
・
牧
瀬　

克
英

上
古
田
・
山
下　

和
子

中
野
・
吉
原　

昭
保

が
じ
ゅ
ま
る
文
芸
教
室
・
あ
お
い

区　分 島内産 島外産
入荷量 21 トン 29 トン
50 トン （42％） （58％）
取引額 677 万円 513 万円
1,190 万円 （57％） （43％）

内　訳
入荷量 取引額 入荷量 取引額
（㎏） （千円） （㎏） （千円）

野
菜
類

根 菜 類 2,150 99 7,587 456
葉 茎 菜 類 4,652 753 10,765 1,317
果 菜 類 652 215 2,831 1,135
そ の 他 10,251 2,765 4,186 959
小 計 17,705 3,832 25,369 3,867

果
物
類

かんきつ類 2,747 1,031 757 222
果 瓜 類 0 0 5 18
そ の 他 413 578 2,170 514
小 計 3,160 1,609 2,932 754

鳥卵・加工品等 471 390 1,104 506

花　類
31,797

939
0

0
本 本

青
果
状
況
【
2
月
】

種
子
島
公
設
地
方
卸
売
市
場

℡
２
２
‐
０
２
１
６

野
菜
・
果
物
・
花
類
の
出
荷
を
ご
希
望
の
方
は
、

種
子
島
公
設
地
方
卸
売
市
場
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

《
４
月
の
休
み
》
3
日
・
６
日
・
10
日
・
13
日
・
17
日
・
20
日
・

　
　
　
　
　
　

24
日
・
29
日

編
集
後
記

　

今
月
の
表
紙
は
茶
畑
。
新
芽
は
春
の
色
で
す
ね
。
先
月
に

つ
づ
き
古
田
で
撮
影
し
ま
し
た
。
も
う
す
ぐ
初
摘
み
が
始
ま

り
、
日
本
で
一
番
早
い
緑
茶
が
出
回
り
ま
す
。
今
年
も
楽
し

み
で
す
ね
。

　

４
月
は
、
卒
業
・
入
学
・
就
職
・
転
勤
な
ど
生
活
環
境
が

変
わ
る
方
も
多
い
と
思
い
ま
す
。
高
校
生
が
卒
業
し
て
、
島

外
に
進
学
・
就
職
す
る
方
が
多
い
の
で
、人
口
が
ぐ
っ
と
減
っ

て
し
ま
う
時
期
で
も
あ
り
ま
す
。
少
し
寂
し
い
気
も
し
ま
す

が
、
島
外
へ
進
学
・
就
職
す
る
方
た
ち
も
新
し
い
生
活
を
楽

し
ん
で
頑
張
っ
て
欲
し
い
で
す
ね
。
Ｈ
Ｐ
で
広
報
紙
も
見
れ

ま
す
の
で
、
読
ん
で
い
た
だ
け
た
ら
う
れ
し
い
で
す
。

　

さ
て
、
広
報
紙
担
当
に
な
っ
て
３
年
が
経
ち
ま
し
た
。
４

月
、
私
も
異
動
し
て
い
る
か
も
・
・
・
。（
俊
）

【
お
題
】「
野
」

　

※
お
題
は
「
野の

」
で
す
が
、
歌
に
詠
む
場
合
は
「
野
」
の
文
字
が
読
み
込
ま
れ
て
い
れ
ば
よ
く
、「
野
火
」、「
視
野
」

の
よ
う
な
熟
語
に
し
て
も
差
し
支
え
あ
り
ま
せ
ん
。

【
詠
進
の
期
間
】
９
月
30
日
ま
で
（
当
日
消
印
有
効
）　

詠
進
要
領
は
、
総
務
課
に
備
え
付
け
が
あ
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先　

市
役
所
市
民
生
活
課
広
報
市
民
相
談
室
係
（
総
合
案
内
所
）　

℡
２
２
‐
１
１
１
１
内
線
３
０
６

　
　
　
　
　
　
　
　

宮
内
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://w

w
w
.kunaicho.go.jp/)

を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。



〒891-3111 鹿児島県西之表市西町6993-1
　　　　　　　TEL 0997-22-0707  FAX 0997-23-0036
ホームページアドレス http://www.takasakishuzo.com
・未成年者の飲酒は法律で禁止されています・飲酒運転はやめましょう

製造元
創業明治36年

高崎酒造株式会社

お買い求めはお近くの販売店さんで。

●容量/１８００ml
●アルコール度数/２５度

●容量/１８００ml
●アルコール度数/２５度

●容量/900ml
●アルコール度数/２５度 数/２５度

し
ま
か
ん
ろ

鹿
児
島
県
本
格
焼
酎
鑑
評
会

「
優
等
賞
」入
賞

●容量/１８００ml ●容00ml

平
成
二
十
八
年
二
月
受
賞




